「正義」って何？
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あっという間に夜は肌寒いくらいになりましたね。人間の世界に何が起ころうと、季節は当たり前のように移り変わっていきます。青く高い空を見ていると、ほんとに私たちはなんてちっぽけな存在だろうと思います。あの事件以来、一瞬にして死んでいった人たちを目の当たりにして、生きているということはなんて偶然なことなのか、いったい人は何のために生きているのか、どうして愚かな争いを繰り返すのか、そんな答えの出ない問いが頭の中を行ったり来たりしています。

確かにあんなテロは許せない。でも、なぜあの人たちがあんな行動を起こしたのか、それを考えないままの怒りにまかせた暴力は、犯罪を犯す少年に対して、とにかく厳罰化は必要という試みに似て、根本的な解決につながるようには思えません。

アメリカは、お金と武器をイスラエルにつぎ込んで、日常的にパレスチナ人を間接的にいっぱい殺しているけど、それはしかたないこと？　自分は正しくて敵をやっつける。強いアメリカ。なんで強くないとあかんのかしら。「正義」だから許されるの？自爆した人たちも「正義」に従った。正義って何？誰にとっての？思わず子どもに手塚治虫の『アドルフに告ぐ』を読み直すように言いました。

国内に北アイルランド問題を抱えるイギリスでは、何十年も報復に次ぐ報復が繰り返され、和平努力がどれだけ行われてもいまだに解決に至ることなく、子どもの世代に憎しみが引き継がれています。私たちもロンドンにいる間、実際にショッピングセンター近くでの車の爆発や、爆発物の疑いによる地下鉄の突然の

閉鎖に何度か遭遇し、テロの怖さを日常の中に感じ

ました。

幸いにして歴史的に、アラブともユダヤとも争い

の歴史のなかった日本は、両者の調整役ではなく、

残念ながらテロの対象国となってしまうようです。

歴史は過去のものではなく、連続したものなのだと

改めて思います。私たちは大人として、親として子

どもたちの世代に何を引き継いでいけばよいのか。

結局、人間はこうやってずっと混沌の中で生き続

けていくしかないのかな。それが人間ってもんなの

かな･･･。
